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研究成果の概要（和文）：本研究は、樹木細根‐菌根菌相互作用の実態と機能を解明するため、細根生理特性に
影響を及ぼす菌根菌の探索と根圏呼吸の野外観測を行った。菌根菌の感染の有無は、根呼吸速度を変化させ、炭
素交換機能を高めることが明らかとなった。また菌根菌の感染は、根の形態特性を変化させ、資源獲得に最適な
形態を形成させることが示された。さらに感染の率は、それらの影響の度合いを左右するということもまた示唆
された。以上より、菌根菌との相利共生は、樹木の生理機能を高める重要な役割を担っており、森林の炭素フロ
ーを評価する上でも、必要不可欠な要素であると考えられる。

研究成果の概要（英文）：Mycorrhizal fungi can play important in regulation of plant metabolism, but 
less is known about how the differences of mycorrhizal species and their colonization determine the 
variation of physiological and morphological traits of roots. Here, we measured respiration rate of 
one lateral root segment and specific root length with different fungus species. Root respiration 
was positively correlated with mycorrhizal colonization across fungus species. Relationships between
 physiology and morphology have significant correlations and link with fungus species 
characteristics and their colonization. These results indicated that the changes of physiological 
and morphological traits of roots could associate with fungus species and their colonization.

研究分野：森林科学
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１．研究開始当初の背景 
菌根菌は、土壌中に張り巡らした菌糸からの
リンや窒素等の供給や、土壌中の毒性物質の
吸収阻止、病原菌の感染阻止など、菌根菌が
植物の生育に与える影響は大きい。近年、樹
木と菌根菌の共生関係における物質交換機
構は、培養や接種など室内実験の結果に基づ
いて解明されてきている。しかし、野外にお
いて、菌根共生が樹木細根の生理特性及び根
圏呼吸（根と菌根菌からの呼吸）に及ぼす影
響については、一定の結論を得られていない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、森林における細根‐菌根菌共生の
機能解明から根圏呼吸の定量評価を目的と
し以下の３点に注目して研究を進める： 
1) 森林で生育する樹木細根系の根端には、何
種類の菌根菌種が共生しているのか？ 
2) 樹木細根系の生理特性および根圏呼吸速
度は、菌根菌種の多様性と関係するのか？ 
3) 根圏呼吸と菌根菌群集の関連性は、樹種
内・間によってどの程度の類似性・相似性を
もつのか？ 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、樹木細根‐菌根菌相互作用の実態
と機能を解明するため、細根生理特性に影響
を及ぼす菌根菌の探索と根圏呼吸の野外観
測を行った。また根長・乾燥重量を測定し、
比根長(SRL: m g-1)をもとめた。 
 
 
４．研究成果 
菌根菌の感染の有無は、根呼吸速度を変化
させ、炭素交換機能を高めることが明らかと
なった。また菌根菌の感染は、根の形態特性
を変化させ、資源獲得に最適な形態を形成さ
せることが示された。さらに感染の率は、そ
れらの影響の度合いを左右するということ
もまた示唆された。以上より、菌根菌との相
利共生は、樹木の生理機能を高める重要な役
割を担っており、これらの知見は、国内にと
どまらず国際的においても森林の炭素の流
れをより精度高く評価することに貢献でき
ると期待している。 
 今後の展望として、より多くの樹種におけ
る細根－菌根菌の関連性を精査し、樹種内及
び樹種間の特徴を明らかとする。それらの結
果を用いて、栄養資源獲得戦略および地下部
炭素動態の樹種特異性を評価したいと考え
る。 
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